
 

〈解説〉 

 

（１）１万円札でおつりが７９円だったことから、B 何個かの値段の下４けたは 

 

１００００－７９＝９９２１（円） 

 

とわかります。 

 

７３×３桁の数の下３桁が９２１になるような３桁の数を求めると 

 

７３×１７７＝１２９２１ 

 

が⾒つかります。ここで 

 

１０７３×１７７＝１８９９２１ 

 

となり、題意を満たします。よって 

 

（答）１７７個 
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（２）⼊れ替えるか、１００００万円単位を加えるかして調整することを考えます。 

 

（２１７７＋１０７３）×４＝１３０００（円） 

なので、４０個ずつ買えば１万円でおつりはありません。ところが B１７７個をもとにすると２

０９個にすることはできません。そこで、B１７７個をやめて、A を７３個をベースにすることを

考えます。 

 

２１７７×７３＝１５８９２１（円） 

となり、この場合はまず、あと１０００円を⾜してあげる必要があります。 

 

１３０００×７＝９１０００（円） 

なので、 

 

２０９－（７３＋４×２×７）＝８０ 

 

より、あと４０個ずつ⾜せばよいことがわかります。 

 

A→７３＋２８＋４０＝１４１（個） 

B→２８＋４０＝６８（個） 

 

２１７７×１４１＋１０７３×６８＝３７９９２１（円） 

（３７９９２１＋７９）÷１００００＝３８（枚） …（答） 

 


